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巻頭言 

「論文誌の活性化にむけて」 

エレクトロニクスソサイエティ 副会長（編集出版担当）  

小口喜美夫 (成蹊大学理工学部・情報科学科） 

本年度のエレクトロニクス

ソサイエティ副会長（編集出

版）を担当することになりまし

た成蹊大学の小口でございま

す。前年度まで和文論文誌編集

委員長として会員の皆様方に

支えられてきましたが、引き続

き編集出版としてもよろしくお願いいたします。 

さて、ご存知のように学会活動の一つに会誌・論

文誌の発行があります。特に、論文誌は、会員の皆

様方の最新の研究開発成果を発信する重要な役割を

担っております。そのため、本ソサイエティでは、

他ソサイエティと同様、和文誌・英文誌を、さらに

現在は本ソサイエティ独自であるオンラインジャー

ナルとしての ELEX(IEICE Electronics Express)を

2004 年から発刊してきました。表 1に各論文誌の概

要（特にこれまでの数字）を示します。 

2006 年４月からは和文・英文論文誌を世界の多く

の学会の論文誌と同様にオンライン化とし、出版の

形態をダイナミックに変え、迅速なアクセスが可能

としてきました。しかしながら、課題がいくつかご

ざいます。特に和英論文誌では一般論文投稿数をい

かに増加させるかであります。論文誌は学会活動の

中でそのアクティビティを示す重要な位置づけと考

えられます。そのためには、まずは投稿いただかな

ければなりません。 

これについて、どのような対策が考えられるでし

ょうか。和文論文誌編集委員長時代にも提案させて

いただきましたが、 

①本会研究会で発表（技術研究報告として出版や

大会での発表）された成果が論文につながることは

これまであまり多くありませんでした。このフロー

を太くすることが考えられます。 



②学生諸君にとって、研究成果をすぐにまとめる

には和文論文が、また、迅速・丁寧に査読をする英

文論文誌が一番身近ではないでしょうか。大学から

より投稿しやすくする方法が必要と思われます。 

③企業からの投稿は、企業業績や社内方針に大き

く影響されてしまいますが、著者本人だけでなく、

一緒に研究開発を進めている同僚、さらにはマネー

ジメント担当者の理解と熱意が必要と思われます。 

①②につきましては、研究専門委員会とのさらな

る連携や、指導教員を交えた連携が、一つの方法で

はないでしょうか。 

③につきましては、さまざまな機会を利用し、特

にマネージメント的立場の方へ情報発信を続けるこ

とが必要と思われます。 

今後各論文誌編集委員会メンバをはじめ、エレソ

内の関係各位と連携をもち上記のような案を考えつ

つ、論文誌のさらなる活性化にむけ検討していきた

いと考えます。最後に、この紙面を読んでいただい

た会員の皆さん、さらには周りの関係の方々にぜひ

近いうちに論文を投稿していただけるようお願いし

ます。 

 

表 1 エレソ各論文誌の概要 

 創刊年 

総 発 刊

号数 

(発刊) 

総 掲 載

論文数 

１ 号 当

り の 平

均 掲 載

論文数 

和文論文誌

C 

1968 年 

(S43) 

491 

(1 回 

/月) 

6933＊ 14.1 

英文論文誌

C 

1991 年 

(H3) 

203 

(1 回 

/月) 

5013＊ 24.7 

ELEX 

(IEICE 

Electronics 

Express) 

2004 年 

(H16) 

111 

(2 回 

/月) 

571＊＊ 5.1 

＊2008 年 11 月号まで；＊＊2008 年 11 月 10 日号まで 

 

著者略歴： 

1980 年名大大学院工学研究科修士課程修了．同年、日本

電信電話公社（現 NTT）に入社．以来、光 LAN の研究開発、

ATM ネットワークの研究開発、フォトニックネットワーク

の研究、先進的フォトニックデバイスのシステム応用研究、

大容量コンテンツ配信ネットワーク技術の研究、とこれら

のマネージメントに従事．2004 年成蹊大学理工学部教授．

情報通信ネットワークとその応用に関して、物理レイヤか

らアプリケーションまで幅広い研究と教育に従事． 

 
寄稿 

「 ELEX５周年：現状とさらにその次へ」 

        ELEX 編集委員長 

       小林 功郎 (東京工業大学) 
 電子情報通信学会初

の純電子媒体による論

文誌として企画された

電子ジャーナル IEICE 

Electronics 

Express(略称 ELEX)は、

2004 年 4 月 10 日に創

刊号を発行し、さまざまな問題をクリアしながら、

成長を続けてきた。来年 4月で 5 周年を迎える。誕

生からここまでの育成を実行された、検討タスクフ

ォース委員長の井筒雅之氏（2002 年度の次期ソサイ

エティ会長）、初代 ELEX 編集委員長の神谷武志氏を

始め、歴代の編集幹事、編集委員、査読委員、編集

事務局の皆さんの献身的な努力ならびにソサイエテ

ィ・本部のご指導・ご支援に、あらためて深い感謝

の意を表したい。創刊 5周年を機に、ELEX の状況に

ついてご紹介し、その次のステップへ向けてのさら

なるご支援をお願いしたい。 

ELEX 創刊の経緯についてはすでにソサイエティ

のニュースレター等に述べられている。学会あるい

はソサイエティの重要な役割のひとつである学術・

技術情報の発信・交換・流通手段強化の方策として、

まずは“掲載までの速度”をてこに新しいジャーナ

ルを生み出そうとしたものである。図１に ELEX の投

稿から掲載までの所要日数の分布を示す。最短で 10

日、平均で 51 日と、世界でもトップクラスの速さを

実現している。所要日数の半分は査読を中心とする

判定プロセスに、残りの半分が掲載プロセスに使わ

れている。  

長期的には掲載までの速度を武器に質の高い論文

をたくさん集めようという戦略の下では、投稿論文



 の数は重要な関心事である。図 2 にこれまでのほぼ

5 年分の投稿および掲載件数の推移を示す。2006 年

6 月の掲載料徴収開始により多少の伸 

著者略歴： 

1970 年東京工業大学理工学研究科修士課程修了、同年日

本電気（株）入社．以来、光通信用半導体レーザ・光デバ

イスの研究開発・実用化に従事．同社支配人を経て、2002

年東京工業大学精密工学研究所教授．工学博士．本会業績

賞、大河内記念技術賞ほか．本会、IEEE および応用物理

学会フェロー． 

びの鈍化が見られたが、幸いそれ以後、以前より 

も大きな投稿件数の増大が見られる。最近では 1 ヶ

月あたり 50-60 件の投稿数を数えている。   

 

 

新フェロー寄稿 

「有機材料とエレクトロニクス」 

          大森 裕 (大阪大学) 
 今回、電子情報通信学

会よりフェローの称号を

賜りましたことは、小生

にとってこの上ない喜び

でございます。これを機

会にさらに研究・教育活

動に精進していきたいと

考えます。 

 図１． 投稿から掲載までの所要日数データ 

 

 

    図２．投稿および掲載件数の推移                                   

 

最近の投稿数の伸びの背景には、インパクトファ

クターの設定があろう。数値そのものはまだ十分な

ものではないが、次へのステップを踏み出すには心

強い援軍である。創刊のとき、速さが評価を上げて

いるジャーナルの例として英国 IEE の Electronics 

Letters（EL）誌を想定した。EL は 1965 年の創刊な

のですでに 40 年以上の歴史を持つ。わが ELEX も 10

年後、20 年後に世界の優れたジャーナルと言われる

ことを期待したい。 

今回私がフェローの称

号を与えられたのは「有機電子・光材料の開拓と有

機発光デバイスに関する研究」であります。有機材

料といえば、これまで絶縁材料として一般的に用い

られ、半導体デバイスを支えるエレクトロニクスの

分野で活躍しています。しかしながら、私どもの研

究は、有機材料がアクティブなデバイスに用いられ

る要素を備えた材料として扱ってきました。 

 最近、薄型のディスプレイとして注目を集めてい

る有機 EL (Electroluminescence) は有機材料に電

流を流して、有機発光ダイオードで画像を表示する

ものです。それまでの有機材料からの発光は、色素

レーザなどに用いられる材料は、光でエネルギーを

与えると効率よく発光しますが、電流を流して効率

よく発光する材料はありませんでした。 

1987 年に当時コダック社の研究者 C. W. Tang 博

士のグループが 8-ヒドロオキシアルミニウムキノ

リンと呼ばれる電流を流して効率よく緑色に発光す

る材料を開発し、乾電池程度の電圧で発光する発光

ダイオードの論文を発表したのがきっかけとなり、



有機発光ダイオードの研究は盛んに行われました。

1990 年にはケンブリッジ大学の R. H. Friend 教授

らのグループからポリパラフェニレンビニレンと呼

ばれるポリマー材料により、溶液プロセスで発光ダ

イオードを作製した発表があり、1991 年には私ども

がポリアルキルチオフェンとポリアルキルフルオレ

ンによりポリマーの溶液を塗布するだけで発光ダイ

オードが形成できることを発表しました。ポリアル

キルフルオレンはその後、発光効率の高いポリマー

材料として開発されました。 

 これらの溶液プロセスで薄膜を形成できることは、

印刷技術でデバイスが形成できることを示しており、

国内の印刷機メーカーがインクジェット技術により

有機 EL を使った 40 インチのディスプレイを試作し

たことが展示会などで発表されています。携帯電話

のディスプレイなどにも使用され、さらに、厚さ数

ミリの薄型の有機 EL テレビが発売されました。 

 有機 EL の動作原理は発光ダイオードと同じであ

り、高速の応答性を持つので、光信号を発生するこ

とが出来ます。私たちのグループでは、有機 EL の新

たな応用として、有機 EL で電気信号を光信号に変換

して動画信号を光ファイバーで送る実験を行い、100

ｍ送ることに成功しました。有機デバイスは、応答

速度が遅いと思われがちですが、シリコンや化合物

半導体などの半導体に比べれば移動度が小さいため

に応答は遅くなりますが、光信号を発生させる発光

素子や光信号を受光する受光素子では 100MHz 程度

までの応答に対応することを私たちのグループでは

確認しています。 

 このようなことから、有機材料を用いたデバイス

はプラスチックのようなやわらかい基板にも室温で

作製できるなどの特長を生かして、アクティブデバ

イスにも大いに出番があることを期待します。 

 今後、有機材料を用いたデバイスがシステムへと

研究開発段階が移り、電子情報通信学会で活躍でき

るように頑張りたいと思っておりますので、今後と

もよろしくお願い申し上げます。 

 

著者略歴： 

1972 年大阪大学工学部電気工学科卒業、引き続き同大学

院工学研究科博士課程、電気工学専攻修了、1977 年日本

電信電話公社（現在 NTT）入社、電気通信研究所研究員

を経て、1989 年大阪大学工学部電子工学科助教授、2000

年同 先端科学技術共同研究センター教授、2004 年同 

先端科学イノベーションセンター教授先端科学技術イン

キュベーション部門電子材料・システム系分野、研究歴：

NTT：半導体レーザ、半導体光デバイス、光回路の研究、

大阪大学：導電性有機材料、有機 EL、有機電子光デバイ

スの研究、IEEE、電子情報通信学会各フェロー、応用物理

学会、MRS, SPIE 各会員、MOC Best Paper Award (2008)、

工学博士． 

 
新フェロー寄稿 

   「研究から実用化への道程に 

          ついて思うこと」 

        茅根直樹（愛知工科大学） 

 小生は、大学を出て

から直ぐに光技術の世

界に入りまして、主に半

導体レーザの研究開発

に携わった後、光ディス

ク応用から通信応用ま

で、特に光通信に関して

は、デバイスモジュール

から伝送装置の開発まで経験することができました。

また、研究所の基礎研究段階から事業部における製

品開発と事業責任まで経験しました。このような経

験に対して電子情報通信学会からフェローの称号も

頂くことになりまして、大変光栄に存じております。

今まで個々の案件については、見通しの誤りも数多

くあり、悩みも多くありました。しかしながら、客

観的に、また光技術を大きく括って振り返ると、事

業そのものが全く存在しなかった頃から始めて、多

くの人々がその技術開発の実りを享受している現状

に至ったことを考えると、トータルとしてはまこと

に幸せな経験だったと思います。私の貢献は小さく、

多くの研究者の方々の努力がもたらした成果だとは

思いますが。 

私が半導体レーザの研究に参加した時期は、今で

も語り継がれる半導体レーザの室温連続発振と光フ



ァイバの低損失化が確認された輝かしい 1970 年の

直後で、大きな夢が膨らんでいる時でした。しかし、

実際の実用化はこれから 10 年近くも後のことで、多

くの企業で事業単独で利益を得るようになったのは、

さらに 10 年近く必要だったのではないかと思いま

す。近年、研究開発から事業化の間にスムーズな移

行を妨げている“死の谷”と“ダーウインの海”が

横たわっている、あるいは、この二つは直列ではな

く、同じ障害に対して考え方が違うので、別の名前

がついているというような議論があります。いずれ

にしろ、研究開発が実際に事業化されるには、多く

の困難が伴うことを実感してきました。市場そのも

のがその時期には存在しなかったという極端な場合

もあるし、競合する別の技術が採用されるというこ

ともあります。または、量産化が難しく、市場の期

待する価格に対して、採算が合わないというケース

も良くあります。また、研究部署から技術を受け取

る側の事業側が採算に対して敏感で、開発投資を避

け、事業化をためらうということが（特に研究サイ

ドからの恨みつらみも含めて）、良く言われています。 

一方、ここで、私が挙げる例は、研究開発をしてい

る側が実用化を躊躇する、つまり事業部への技術移

管をためらうというケースです。つまり、技術内容

が良く分るだけに、その難しさを良く理解しており、

とても量産にはならないだろうと想像してしまうこ

とです。これが、実際に、“死の谷”を形成する原因

の一つになっているケースもあり得るのではないで

しょうか。このような場合、研究を担当している当

事者ではなく、その上司と、事業側については事業

を行っている部署から多少離れた立場にいる事業企

画といったところが協議し、事業化への道筋を示し

て、逆に研究者を説得する場合も見聞しています。

研究者というのは、勿論自分の技術に惚れ込むとい

う面と、逆に慎重になり過ぎるという面もあり、こ

の辺の見極めが特に慎重さを尊ぶ日本では難しいと

ころです。一例として、研究サイドが実用化は難し

いと言った案件について、事業側トップの鶴の一声

で技術移管が開始され、数年後に黒字転換したとい

う結果もあります。一般的な最適解がある話ではあ

りませんが、“死の谷”という言葉を聞いた時に、思

い出した経験の一つです。 

 

著者略歴： 

1969 年 東京大学工学部電子工学科修士、同年㈱日立製

作所中央研究所入社、1980 年 東京大学工博、2001 年 ㈱

日本オプネクスト取締役、2005 年 愛知工科大学工学部教

授．1991 年 電子情報通信学会論文賞、1996 年 同学会業

績賞． 

 

(今号と次号で、エレクトロニクスソサイエティ新フェロ

ーの皆様からのご寄稿を掲載いたします。） 

 
「歴史を創る勇気」 

電子ディスプレイ研究専門委員会 委員長 

          奥村 治彦（東芝） 
 2008 年 7 月から電子デ

ィスプレイ研究専門委員

会（EID）の委員長になり

ました奥村（東芝）です。

宜しくお願いいたします。

さて、小職は、液晶ディ

スプレイ（LCD）の駆動回

路、画像処理技術が専門

ですが、色々と研究開発してきた中で、もっとも力

を入れてきたのは LCD の残像を大幅に低減するオー

バードライブ技術（OD 技術）で、現在の LCD や液晶

テレビのほぼすべてに搭載されているものです。そ

のポイントは、液晶の残像が、材料の応答性だけで

なく容量変化にも依存する根本的なものであること

を見出すとともに、中間調レベルで急激に増加する

という残像発生モデルを、１つ１つ実験データを積

み上げることで証明した点。このモデルをもとに、

もっとも問題となる中間調画像に動きが発生したと

きに、その変化を強調する OD 技術を発明することが

できました。 1990 年、まだ、ラップトップ PC 用

LCD がやっと量産開始した頃、テレビなんかまだま

だ先と考えられていた当時、世界で始めて本 OD 技術

を開発することに成功し、1992 年にディスプレイ最

大の国際学会である SID92 で初めて技術公開しまし

た。実は、1990 年は、民生機器最大の展示会である

写真 



 エレクトロニクスショー（現在の CEATECH）に技術

を隠したままで展示を行っていたので、その後の２

年間は、他社から発表されてしまうのではと、本当

にどきどきする毎日でした。しかし、予想に反して、

当時は全く注目されていませんでした。それは、当

時残像低減を完全に行うためには、桁違いに高速な

液晶材料が必要という考え方が主流で、我々の主張

する中間調だけを高速化すれば残像は消せるという

考え方はマイナーもマイナーだったからです。しか

し、あれから 10 年、2001 年には、関連する論文が

10 件以上、１セッションのほとんどが OD 技術の論

文になるほどに、大きな技術分野に成長し、2002 年

から立ち上がった液晶テレビ市場拡大にはなくては

ならない主役に躍り出ることになりました。最初は、

我々だけのたった一歩の勇気が、継続することで蓄

積され、10 年後に、液晶テレビ市場を開拓し、その

歴史を創る大きな技術になったのです。 

著者略歴： 

1983 年、早稲田大学大学院理工学研究科電気工学専攻修

士課程修了、同年、（株）東芝に入社．撮像装置の高画質

化技術、画像圧縮技術に関する研究開発を経て、1988 年

より、液晶表示装置の研究開発に従事、現在、研究主幹．

オーバードライブ技術に関して、SID より 2004 年 Special 

Recognition Award、2006 年地方発明賞、2007 年市村産業

賞受賞、工博、IEICE EID 委員長、SID 編集委員、SID 日

本支部役員、IDW DES ワークショップ委員長． 

 
「電磁界理論研究専門委員会の活動」 

      電磁界理論研究専門委員会 委員長 

      田中 充（大分大学 工学部） 

 電磁界理論（EMT）研

究専門委員会で取り扱う

研究分野は、電磁界の基

礎から応用まで多岐にわ

たっています。EMT 研究

専門委員会では、電磁界

に関する諸問題を解決す

るため、主に理論解析及

び数値解析の研究に従事

する人材の育成を行ってきました。 

“素人のように考え、玄人として実行する重要性”、

つまり、ユーザーの１人でもある自分のニーズ、本

当に欲しいと思えるものを、玄人でもある自分が実

現することの重要性が提言されています。でも、通

常は、このニーズと実現手段との間の大きなギャッ

プに悩み、あきらめてしまうことが多いように思わ

れます。そのギャップを埋める技術こそ、“イノベー

ション”、革新技術であることに間違いはありません

が、そんな簡単にはイノベーションは生まれません。

でも、自らが一歩踏み出す勇気さえ持てば、周りが

その本気度を見て集ってくるものです。また、最近、

日本人のノーベル賞受賞が注目されていますが、そ

んな素晴らしい研究でも、イノベーションといわれ

る技術が開発された当初はほとんど注目されない場

合が少なからずあります。それでも、その技術を信

じて、5 年、10 年、継続させて推進していくだけの

情熱により、人が集まり必ず道は開けます。そして

新しい歴史が創られるのです。 

 EMT 研究会で発表される研究内容は、A・P、EMCJ、

LQE、MW、OPE、PN 等の研究専門委員会で取り扱う研

究分野とも関連があり、これらの研究専門委員会と

の共催で研究会や日韓合同研究会（KJJC-A・

P/EMCJ/EMT）を開催しています。電磁界に関する問

題を取り扱う際には、数学や物理の知識を基にした

数式が多用されるため、EMT 研究会での発表は敷居

が高いというお話を伺うことがあります。最近の

EMT 研究会では、理論の検証実験に関する研究成果

の発表や企業の研究者による応用研究の成果発表も

あります。電磁界に関連した研究分野であれば、電

磁界の理論解析や数値解析の研究成果は応用研究の

ベースとなります。今後、電磁界に係る研究専門委

員会間の連携が強化され、技術的な問題解決に向け

て協力できることを願っています。 

次のディスプレイ技術の本命は何か？ 混沌とし

ているからこそ、自らが一歩踏み出して新しい方向

性を継続的に示していく、EID がそんな人たちの議

論の場、そんな技術を生みだす場となるようにリー

ドしていきたい。  以下、平成 20 年度の EMT 研究専門委員会の活動の



概略について記述します。  

  今年度の第 1回目の研究会は、5月 24 日(土)に大

分大において開催され、13件の研究発表が行われま

した（共催：電気学会電磁界理論研究会、URSI-B 小

委員会）。第 2 回目の研究会は、7 月 24 日(木)～25

日(金)に千歳アルカディア・プラザにおいて光・電

波ワークショップとして開催され、EMT より 10 件の

研究発表が行われました（共催：OPE、MW、電気学会

電磁界理論研究会、URSI-B 小委員会、協賛：MWP）。

第 3回目の研究会は、11 月 20 日(木)～22 日(土)に

高山市民文化会館で開催される第 37 回電磁界理論

シンポジウムであり、特別講演 3件を含む 67 件の研

究発表が行われます（共催：電気学会電磁界理論研

究会、URSI-B 小委員会）。第 4 回目の研究会は、来

年 1 月 29 日(木)～30 日(金)に京都工芸繊維大学で

開催予定の光関係合同研究会であり、現在、講演募

集を行っています（共催：OPE、LQE、PN、電気学会

電磁界理論研究会、URSI-B 小委員会）。 

「シリコン材料・デバイス分野の動向と 

            研究会の活動」 

 シリコン材料・デバイス研究専門委員会 

 委員長 

        渡辺 重佳(湘南工科大学) 
 シリコン材料・デバイ

ス研究会は半導体・トラ

ンジスタ研究専門委員

会を前身として 1987 年

に名称変更して以来、昨

年で 20 年を迎えた。そ

の間、半導体 LSI の中で

のシリコン関連技術の

重要性はますます高まっている。 

半導体 LSI は 1970 年代初頭の DRAM や MPU の製品

化以来いわゆる“ムーア則”に従い着実に高密度化、

高集積化されている。1970 年当時は 1K 個のシリコ

ン MOS トランジスタを 1チップ上に集積する技術レ

ベルに止まっていたが、現在では 1～10 億個のトラ

ンジスタを集積化出来る。それに伴い新たに幾つか

の問題も指摘されている。第一は MOS トランジスタ

のリーク電流に伴う消費電力の指数関数的な増加の

問題である。この問題の解決なくしては低炭素な環

境・社会を実現することが出来ない。第二は MOS ト

ランジスタそのものが微細化の限界に近づいている

ことである。今後もムーア側を着実に進めていく事

により高速低消費電力性能を実現するためには、こ

の問題の解決は必要不可欠である。第三は大規模で

微細な LSI を開発・生産・販売する過程で生じる生

産性の問題がある。DFM 等の歩留り問題、大規模 LSI

を設計する上での設計生産性向上の問題を解決する

ことが緊急の課題となっている。これらの問題を解

決するのはやはりシリコンをベースとした材料・デ

バイス技術であり、従来の“スケーリング則”を越

える新技術の提案が焦眉の急となっている。また新

技術は TFT トランジスタ、MEMS やバイオなどの周辺

分野にも展開可能となる。 

 これらの研究会開催の他に、英文論文誌特集号（平

成 21 年 1 月号）への論文掲載、満 35 歳以下の学生

に対する学生優秀発表賞の表彰等の活動を行う予定

です。 

 

著者略歴： 

1973 年 九大・工・通信卒．1975 年 九大・院・修士了．

1975 年～1981 年 九大助手．1981 年 大分大講師．1983

年 大分大助教授．1993 年 大分大教授．現在 大分大工学

部長．電磁波散乱・逆散乱問題、光ＣＴに関する研究に従

事．工博．2000 年 ISAP 2000 Paper Award． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究専門委員会ではこれらの問題を中心とした 



シリコン・デバイス全般を対象として、ほぼ毎月の

研究会、ならびにソサイエティ大会と総合大会にお

ける一般講演を実施している。またグローバルな研

究活動の一環として本研究会と電子デバイス研究専

門委員会が大韓電子工業会と共催で毎年合同研究会

を開催している。研究会では多数の発表が行われ活

発な議論がされているが、ソサイエティ大会や総合

大会でも今後は同様な活動を推進していきたい。ま

た従来以上に関連研究専門委員会と連携し、将来の

半導体 LSI の課題を共同して解決する技術を提案し

ていきたい。 

今後の学会活動の活性化を願い、皆様の御協力を

御願いしたい。 

 
著者経歴： 

昭和 54 東工大応用物理修士課程修了。同年株式会社東

芝入社．DRAM、フラッシュメモリ等の半導体メモリ、高速

低消費電力システム LSI の研究開発に従事．平成 17 湘

南工科大学工学部情報工学科教授．博士（工学）． 

 
短 信 

「2009 年総合大会に向けて」 

        大会運営委員長 

曽根 秀昭 (東北大学) 
 2009 年総合大会は 3

月 17 日（火）から 20 日

（金）の 4日間にわたり、

松山市の愛媛大学にお

いて開催されます。エレ

クトロニクスソサイエ

ティでは、一般講演に加

えて研究専門委員会、時

限専門委員会から頂いたご提案に基づき、以下のパ

ネル講演や，チュートリアル講演、依頼講演、一般

公募シンポジウムが企画されています。 

 パネルセッションは、電子デバイス分野とシリコ

ン材料・デバイス関連の共催で“量子およびナノデ

バイスロードマップ”、マイクロ波シミュレータ分野

では“マイクロ波教育におけるシミュレータの可能

性”と題して企画されています。またチュートリア

ルセッションとして、超伝導エレクトロニクス分野

では“超伝導量子コンピュータ研究の最前線”，集積

回路分野では“最先端 A/D 変換回路技術”が開催さ

れます。有機エレクトロニクス分野では“環境・エ

ネルギー問題の解決に貢献する有機材料”、シリコ

ン・フォトニクス分野では“シリコンフォトニクス

の展望”と題しそれぞれの分野の最先端技術を紹介

する依頼講演セッションの企画が準備されています。 

 一般公募シンポジウムでは、光エレクトロニクス

分野、有機エレクトロニクス分野、電子部品・材料、

及びポリマー光回路分野の共催で“有機材料のフォ

トニクス応用”、あるいはマイクロ波分野で“メタマ

テリアル技術とそのマイクロ波応用の最新動向”と

題して、新しいエレクトロニクス材料による高機能

化・高性能化の研究成果が発表されます。またデバ

イス技術の先端技術研究について，集積光デバイス

技術分野で“大容量・高機能光通信時代を拓く集積

光デバイス”、レーザ・量子エレクトロニクス分野と

電子ディスプレイ分野の合同で“ディスプレイと光

通信を支える光デバイス技術”、機構デバイス分野で

“接触・接続技術の課題と今後の展望”のセッショ

ンにおいてエレクトロニクス機器の高度化を支える

部品技術についての発表と討論が期待されます。 

 マイクロ波分野とマイクロ波フォトニクス分野は

合同で“ここまできたミリ波・テラヘルツ波イメー

ジング”、電子ディスプレイ分野は画像工学分野と合

同で“高ダイナミックレンジ映像技術の最前線”の

セッションをもちます。また、磁気記録・情報スト

レージ分野が“次世代情報ストレージ技術の動向”、

電磁界理論分野が“電磁波デバイス設計に関する数

値計算技法の最新動向”、マイクロ波分野と超伝導エ

レクトロニクス分野が“超伝導フィルタの応用領域

拡大に向けた最新技術動向”のシンポジウムをもち

ます。 

 

 講演登録・原稿の締切は１月７日 17 時です。ご講

演・ご聴講等の案内は以下をご覧ください。 

http://www.ieice.org/jpn/event/zenkokutaikai.h

tml 

 



 プログラムは 1 月下旬から順次ホームページにア

ップロードいたしますとともに、索引機能付プログ

ラムは2月中旬公開予定です。講演論文集のDVD-ROM

は 3 月上旬に講演者・予約聴講者に事前発送します

ので、ご講演の事前準備、ご聴講の下調べ等にご活

用下さい。 

 総合大会開催・運営担当関係の皆様には引き続き

開催準備の労に対して深謝申し上げますと共に、多

くの方が、3 月に開催される愛媛大学の総合大会で

ご講演頂き、ご聴講と併せてご参加賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

 
（企画講演やシンポジウム講演の課題等は 2008年 11月現

在の情報を基にしており、開催時のプログラムと若干異な

る場合がありますことをご了承ください） 

  
著者略歴： 

1980 年東北大学大学院工学研究科修了．2001 年から東

北大学情報シナジーセンター（2008 年サイバーサイエン

スセンター）教授、情報科学研究科、総長特別補佐など兼

任。本会で現在 EMD、EMCJ、IA、SITE の研究専門委員、2004

～2007 ネットワーク運用ガイドライン検討 WG 主査． 

 
● エレソからのお知らせ 

◆エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞受賞

者（敬称略） 

 2008 年ソサイエティ大会（明治大学）のエレクト

ロニクスソサイエティプレナリーセッションにて、

2008 年総合大会（北九州学術研究都市）での講演に

対して、下記 6名の方が表彰されました。 

 

[電磁波・マイクロ波分野] 

・瀧川 雄介（呉高専）：「60GHz 帯 NRD ガイドガン発

振器の Qファクタ解析」 

・片貝 陽一（東工大）：「光路長変化率を考慮した

PO から MER への変換誤差の補正」 

 

[化合物半導体・光エレクトロニクス分野] 

・朴 熙中（横浜国大）：「SFQ 半精度浮動小数点加算

器の設計と試作」 

・淵田 歩（東工大）：「導波路交差角 90 度を可能と

するスローライト全反射型光スイッチ」 

 

[シリコン・エレクトロニクス一般分野] 

・沈 昌勲（九大）：「有機 EL 素子への定電流書き込

み速度向上」 

・大西 健一（横浜国大）：「PIM を用いたパッケージ

内部に含まれる接続不良検出の基礎検討」 

 

 過去 2回のエレクトロニクスソサイエティ学生奨

励賞受賞者については、以下の URL をご参照下さい。 

 

<http://www.ieice.org/es/jpn/award/student.htm

l> 

 

◆ エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞について 

2009 年総合大会（2009 年 3 月 17 日～20 日、愛媛県松

山市、愛媛大学）において、第 4回エレクトロニクスソサ

イエティ学生奨励賞の審査を行います。本賞はエレクトロ

ニクス分野に関する優秀な発表（一般講演、シンポジウム

講演）を行った学生員に対して贈呈するものです。概要は

以下の通りとなっております。詳しくは、下記 URL をご参

照下さい。 

<http://www.ieice.org/es/jpn/notice/index.html> 

＊ 選定対象者：次のすべての条件を満たす方。 

（1）講演時に電子情報通信学会の学生員であること。 

（2）講演申込の際に筆頭著者かつ講演者として登録し、   

かつ実際に講演を行った者。 

（3）過去に電子情報通信学会の学術奨励賞、及び本賞  

 を受けたことがないこと。 

（4）表彰時に電子情報通信学会の会員であること。 

 該当者は自動的に本賞の選定対象者として登録されます

ので、申込み手続きは不要です。 

＊表彰：2009年ソサイエティ大会のエレクトロニクスソサ

イエティのプレナリーセッションにおいて、下記3分野それ

ぞれについて2名の方に表彰盾および賞金（30,000円）を贈

呈します。 

イ．電磁波およびマイクロ波 

ロ．化合物半導体および光エレクトロニクス 

ハ．シリコンおよびエレクトロニクス一般 

 

◆ [再掲載] 第 12 回（2008 年度)エレクトロニクス

ソサイエティ賞候補の公募について 

 2008年度エレクトロクスソサイエティ賞の公募が

開始されました。下記をご覧の上、活発な応募（自

薦および推薦）をお願いいたします。 

 



 

【概要】 

 本賞はエレクトロニクスソサイティ最高の栄誉で

あり、賞金も2006年度より15万円/件に増額されてお

ります。エレクトロニクスに関する新しい発明、理

論、実験、手法などの研究で、その成果の学問分野

への貢献が明確であるもの、エレクトロニクスに関

する新しい機器、デバイスまたは方式の開発、製造

でその効果が顕著であり、数年以内に産業的業績の

明確になったものに該当する業績を対象に、エレク

トロニクスソサイエティ賞候補を下記の要領で公募

いたします。 

 

【推薦および応募要領】 

･締め切り：2009年1月末日 

･応募要領：下記様式の推薦書(推薦の場合)あるいは

応募用紙(自薦の場合)にご記入の上、受賞対象とな

る業績を示す代表的文献(論文、記事、特許等)１件

を添付して電子情報通信学会エレクトロニクスソサ

イエティ事務局宛郵便でお送り下さい。 

 

郵送先:〒105-0011 

東京都港区芝公園3-5-8 機械振興会館内 

(社)電子情報通信学会 

エレクトロニクスソサイエティ賞 選奨委員会事務

局 宛 

 

･選奨規定、手続き等 

 エレクトロニクスソサイエティ選奨規程 

<http://www.ieice.org/es/jpn/secretariat/kitei

2.html> 

 エレクトロニクスソサイエティ賞候補選定手続 

<http://www.ieice.org/es/jpn/secretariat/kitei

3.html> 

に基づいて選考されます。 

 

･歴代受賞者について 

歴代受賞者の詳細は下記 URL をご参照下さい。 

 

<http://www.ieice.org/es/jpn/award/es.html> 

 

･推薦書および応募用紙の様式 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

エレクロニクスソサイエティ賞候補推薦書 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

＜候補者のお名前とご所属＞ 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

＜推薦分野（該当分野を〇で囲って下さい）＞ 

１．Ｓｉエレクトロニクス： 

 電子ディスプレイ、シリコン材料・デバイス、集  

 積回路 

２．化合物半導体及び光エレクトロニクス： 

 超伝導エレクトロニクス、電子デバイス、光エレ

クトロニクス、レーザ・量子エレクトロニクス 

３．エレクトロニクス一般： 

機構デバイス、磁気記録・情報ストレージ、電子

部品・材料、電磁界理論、マイクロ波、有機エレ

クトロニクス 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

＜推薦理由＞ 

（対象とする主な業績についてご記入下さい） 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

＜添付文献名＞ 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

＜推薦者のお名前とご所属、Email アドレス＞ 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

エレクロニクスソサイエティ賞応募用紙 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

＜お名前とご所属、Email アドレス＞ 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

＜応募分野（該当分野を〇で囲って下さい）＞ 

１．Ｓｉエレクトロニクス： 

電子ディスプレイ、シリコン材料・デバイス、集

積回路 

２．化合物半導体及び光エレクトロニクス： 

超伝導エレクトロニクス、電子デバイス、光エレ

クトロニクス、レーザ・量子エレクトロニクス 

３．エレクトロニクス一般： 

機構デバイス、磁気記録・情報ストレージ、電子

部品・材料、電磁界理論、マイクロ波、有機エレ

クトロニクス 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

＜対象とする主な業績についてご記入下さい＞ 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 



＜添付文献名＞ 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

 推薦および応募要項については、下記エレクトロ

ニクスソサイエティ WEB ページのお知らせからもご

確認いただけます。 

 

<http://www.ieice.org/es/jpn/notice/index.html> 

 

◆Newsletter 魅力的な紙面づくりにご協力下さい 

 本 Newsletter は、会長、副会長からの巻頭言や論

文誌編集委員長、研究専門委員会委員長からの寄稿

を中心に、年 4回発行させていただいております。

今後、さらに魅力的な紙面づくりを進めるため、エ

レクトロニクスソサイエティでは、会員の皆様から

企画のご提案やご意見を募集いたします。電子情報

通信学会エレクトロニクスソサイエティ事務局宛

（詳細は下記 URL をご参照下さい）にご連絡をお願

いいたします。 

 

<http://www.ieice.org/es/jpn/secretariat/index

.html> 

 

◆[再掲載]エレクトロニクスソサイエティ学術コ

ンテンツストリーミング配信について 

 エレクトロニクスソサイエティでは、大会プレナ

リーセッションでの特別講演等エレクトロニクスソ

サイエティが企画する学術講演の内容を中心とした

会員向けコンテンツ配信を他ソサイエティに先駆け

て開始いたしました。エレクトロニクスソサイエテ

ィ HP のトップページ、または、下記 URL にアクセス

いただき、パスワードを入力することでご利用いた

だけます。パスワードは会員向けメール配信でお知

らせしています（電子情報通信学会会員の方ならど

なたでもご利用いただけます）。 

 なお、本パスワードは電子情報通信学会"マイペー

ジ"の登録 ID、パスワードとは異なるものですので、

お間違いの無いようお願いいたします。また、本パ

スワードは年一回更新をいたします。その都度、

Newsletter やメール配信（11 月よりエレソからの

メール配信の末尾にアクセス方法、パスワードが記

載されます）等でお知らせして参りますので、ご理

解の程よろしくお願いいたします。 

 

<http://www.ieice-es.jp/movie/login.php> 

 

 2008 年 11 月より、2008 年ソサイエティ大会エレ

クトロニクスソサイエティプレナリーセッションの

特別講演「アナログ集積回路技術の歴史と将来展望 

～A/D 変換器の開発を中心として～」 松澤 昭 教授

（東工大）を公開しております。現在までの公開コ

ンテンツは以下の通りです。 

 

[2008 年総合大会エレクトロニクスソサイエティプ

レナリーセッション特別講演] 

1. 「NHK 技研における「超」の技術研究 ～超高精

細，超好感度，超高速度 映像技術～」  

 谷岡 健吉 NHK 技研所長（NHK 技研） 

2. 「水素原子－シリコン表面反応の基礎：～プラズ

マ CVD での水素の役割解明を目指して～」 

 並木 章 教授（九工大） 

[2008 年エレクトロニクスソサイエティ材料・デバ

イスサマーミーティング特別講演] 

3. 「新世代ネットワークに求められる技術 ～新し

い競争原理の登場と次世代ネットワーク技術～」  

 浅見 徹 教授（東大） 

[2008 年ソサイエティ大会エレクトロニクスソサイ

エティプレナリーセッション特別講演] 

4. 「アナログ集積回路技術の歴史と将来展望 ～A/D

変換器の開発を中心として～」  

 松澤 昭 教授（東工大） 

 

 今後、コンテンツの章構成や講演資料 PDF 版の公

開など、より良いコンテンツ配信に向け努力して参

ります。ご利用いただき、お気づきの点やご意見が

ございましたら、電子情報通信学会エレクトロニク

スソサイエティ事務局宛（詳細は下記 URL をご参照

下さい）にご連絡いただきますようお願いいたしま

す。会員の皆様のご活用をお願いいたします。 

 

<http://www.ieice.org/es/jpn/secretariat/index

.html> 

 

◆エレクトロニクスソサイエティ会員数の推移 

（2008 年 10 月末まで） 

 エレクトロニクスソサイエティの現状を会員の皆

様にご理解いただくため、2008 年 10 月号よりエレ

クトロニクスソサイエティ登録会員数の推移を掲載

しております。学生員数は順調に推移しております

が、正員は微減の傾向にあります。年齢構成では、

20 代、30 代の若手研究者の登録数が大幅に少なくな



っております。皆様の会員増強活動へのご協力をお

願いいたします。 

 

エレソ登録会員数の推移（7月～10 月） 

 4 月 7 月 8 月 9 月 10 月 

名誉員 44 
44 

(0) 

44 

(0) 

44 

(0) 

44 

(0) 

正員 6458 
6457 

(△1) 

6460 

(2) 

6461 

(3) 

6458 

(0) 

学生員 420 
541 

(121) 

662 

(242) 

702 

(282) 

734 

(314)

その他* 294 
327 

(33) 

331 

(37) 

342 

(48) 

346 

(52) 

合計 7216 
7369 

(153) 

7497 

(281) 

7549 

(333) 

7582 

(366)

 ( )内は 4月末からの増減 

*その他：海外在住で海外国籍を持つ会員 

 

 

◆ エレソ News Letter は年 4回発行します。次号は

2009 年 4 月発行予定です。 （企画広報担当:内山） 


